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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
アッラー の しと صلى الله عليه وسلم に とり、 よげんしゃ と して の さいしょき の ころ の こと です。 マッカ の ムスリム に たいする はくがい と れいぐう 
が ますます ひどく なり、 しんこうしゃたち の せいかつ は たえがたい もの と なって いました。 この ような くなん の とき、 ぜんのう の 
アッラー から けいじ された の が、 おおく の よろこび の しらせ と おおく の ちえ を ふくむ アッ＝シャルフ しょう です。 わたしたち の 
よげんしゃ  صلى الله عليه وسلم は、 この しょう の けいじ に おおきな あんど と よろこび を みいだし ました。 あらゆる くなん の あと には、 かならずや 
わたしたち の しゅ (swt)  が やすらぎ と へいあん を もたらして くださる と いう きっぽう を つたえた の です。1 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ほんじつ、 わたし は せかいじゅう の、 とく に パレスチナ で よくあつ と はくがい に くるしんで いる すべて の きょうだい しまい に、  
しんこうしゃたち の こころ を なぐさめ、 きぼう を あたえる アッ＝シャルフ しょう の メッセージ を つたえ たい と おもい ます。 
「われら は、 あなた の むね を ひろげた では ないか。 あなた から、 その おもに を とりのぞいた では ないか。 それ は あなた 
の せ に、 おもく のしかかって いた。 それから、 あなた の せいぼう を たかめた では ないか。」2 
わたしたち は、 すべて を しはい する ちから を もつ の は アッラー (swt) で ある と しんじて います。 じひ と じあい を もって  
わたしたち を つつんで くださる の は アッラー (swt) です。 たましい の くるしみ を とりのぞき、 こころ に やすらぎ を あたえて    
くださる の も この おかた (swt) です。 ぜんのう の アッラー (swt) は、 わたしたち の かた の おもに を おろし、 あらゆる しゅるい 
の こんなん や くなん から かくじつ に わたしたち を すくって ください ます。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
アッ＝シャルフ しょう が おもい ださせて くれる もう ひとつ の しんじつ は、 「 それゆえ ほんとう に、 やすらい は くきょう と とも に 
あり、 ほんとう に、 やすらい は くきょう と とも に ある 」3 と いう もの です。 
わたしたち は、 あらゆる かなしみ の あと には かならず よろこび が おとずれ、 あらゆる くなん の あと には かならず あんど が    
おとずれる と しんじて います。 ぜんのう の アッラー (swt) は、 けっして よげんしゃ と しんこうしゃたち を みすて ません でした。   
けっして かれら を、 よくあつしゃ や てき の て の なか に ほうち する こと は なさい ません でした。 こうずい の もたらす はかい  
から よげんしゃ ヌーフ を、 ニムロード の ひ から よげんしゃ イブラーヒーム を、 フィルアウン の あっせい から よげんしゃ ムーサー を、 
そして いど の そこ の くらやみ から よげんしゃ ユースフ を すくい ました。 そして さいご に、 しんり を きょひ する もの たち に よる 
あらゆる はくがい や よくあつ から わたしたち の よげんしゃ صلى الله عليه وسلم を すくい だし、 はんえい に みちびき、 おおく の しょうり の みち を  
きり ひらかれた の です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
アッ＝シャルフ しょう は、 つぎ の しんじつ も おしえて います。 「それゆえ [ぎむ を] なし おえた とき、 [すうはい に] たち かえり 
なさい。 あなた の しゅ に、 すべて を あけ わたし なさい。」4 
しょうく に ある とおり、 たいだ や たいまん は わたしたち に ふさわしく あり ません。 しんこうしゃ が むせきにん で あったり、 たいまん 
で あったり、 じこまんぞく に おちいったり して は なり ません。 ちじょう に ぜん が いき わたる まで、 せいぎ と しんじつ、 こうせい さ 
と じひ を かかげ、 これ そって いき、 また ちじょう に ひろめよう と つとめる の です。 アッラー (swt) の およろこび の ため、     
あらゆる こと を おこない ます。 しんこう が もたらす つよさ の おかげ で、 こんなん に ちょくめん しても きぼう を うしない ません。 
じぶんたち の じりつせい と みらい を まもる ため、 ぜんりょく を つくす の です。 
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